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三
陰
交
は
第
一
○
一
回
日
本
医
史
学
会
学
術
総
会
で
は
「
三
陰

交
の
歴
史
」
と
題
し
、
三
陰
交
は
婦
人
科
病
證
の
治
効
穴
で
あ
る

と
い
う
現
代
の
認
識
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
失
伝

し
た
「
明
堂
経
』
（
又
は
明
堂
）
と
関
連
す
る
条
文
を
記
載
す
る
医

書
を
参
照
す
る
こ
と
で
古
代
に
お
け
る
鍼
灸
の
実
像
を
推
定
し
、

そ
の
源
流
の
復
元
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
『
明
堂
経
』
は
後
漢
代
に

成
立
し
た
と
さ
れ
、
こ
の
明
堂
関
係
の
条
文
か
ら
想
定
さ
れ
る
主

治
病
證
は
紀
元
一
○
○
年
代
頃
の
も
の
で
あ
る
。

後
世
に
影
響
の
大
き
い
宋
代
の
『
銅
人
魚
穴
鍼
灸
図
経
」
が
成

立
す
る
以
前
、
随
唐
代
ま
で
の
医
書
に
は
三
陰
交
と
婦
人
科
病
證

及
び
産
科
疾
患
を
明
確
に
関
連
づ
け
る
記
載
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
。
元
版
「
千
金
方
』
と
『
千
金
翼
方
』
に
三
陰
交
と
婦
人
科
病

證
の
記
載
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
随
唐
期
の
条
文
と
は
言
い
難
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三
陰
交
の
明
堂
関
係
医
書
の
主
治
病
證
と

経
脈
病
證

木
場
由
衣
登

い
。
元
版
「
千
金
方
」
巻
四
第
三
（
宋
版
「
千
金
方
」
巻
四
で
は
第

一
第
二
の
み
現
存
）
に
は
「
婦
人
漏
下
赤
白
及
血
、
灸
足
太
陰
五
十

壮
、
穴
在
内
躁
上
三
寸
、
足
太
陰
脛
内
躁
上
三
寸
、
名
三
陰
交
」

と
あ
り
、
『
千
金
翼
方
」
巻
二
十
六
に
は
「
産
難
、
月
水
不
禁
、
横

産
胎
動
皆
針
三
陰
交
。
婦
人
下
血
、
泄
痢
、
赤
白
漏
血
、
灸
足
太

陰
五
十
壮
、
在
内
躁
上
三
寸
。
百
壮
主
腹
中
五
寒
」
と
あ
る
。
ま

た
宋
版
『
孫
真
人
千
金
方
」
巻
四
第
三
に
は
「
白
崩
、
灸
小
腹
横

文
、
当
膀
孔
直
下
百
壮
、
又
灸
内
躁
上
三
寸
百
壮
」
と
「
女
人
下

漏
赤
白
及
血
、
灸
太
陰
五
十
壮
、
穴
在
内
躁
上
三
寸
是
」
と
あ
る

が
、
共
に
「
内
躁
上
三
寸
」
と
あ
る
の
み
で
、
こ
れ
ら
を
率
直
に

三
陰
交
の
婦
人
科
病
證
主
治
の
根
源
と
考
え
る
訳
に
は
い
か
な

い
。
し
か
し
「
内
躁
上
三
寸
」
と
婦
人
科
病
證
と
の
関
連
を
示
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
が
後
世
に
「
三
寸
」
に
統
一
さ
れ
た
三
陰
交
が

婦
人
科
病
證
の
主
治
穴
と
な
っ
た
根
拠
で
あ
る
可
能
は
高
い
。

三
陰
交
と
婦
人
科
病
證
と
の
関
連
を
明
堂
関
係
の
医
書
中
に
お

い
て
見
出
す
こ
と
は
で
き
た
が
、
当
時
の
三
陰
交
に
は
穴
位
が

「
在
内
躁
上
三
寸
」
と
「
在
内
躁
上
八
寸
」
の
説
が
存
在
し
て
お
り
、

宋
代
の
「
銅
人
魚
穴
鍼
灸
図
経
』
に
よ
る
「
三
寸
」
の
統
一
以
後
、

婦
人
科
病
證
と
三
陰
交
の
主
治
病
證
は
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
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る
。
そ
れ
で
も
「
銅
人
命
穴
鍼
灸
図
経
」
中
の
婦
人
へ
の
応
用
は

何
処
が
由
来
な
の
か
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

現
代
で
は
三
陰
交
の
位
置
は
「
三
寸
」
が
一
般
化
し
て
お
り
、

「
八
寸
」
の
位
置
は
誤
り
で
あ
る
と
短
絡
的
に
考
え
て
し
ま
う
傾
向

が
あ
る
。

今
度
は
「
三
陰
交
」
と
い
う
穴
名
そ
の
も
の
に
着
目
し
て
み
る
。

三
陰
交
は
晋
代
の
『
甲
乙
経
』
巻
之
三
・
足
太
陰
及
股
凡
二
十
二

穴
・
第
三
十
に
「
足
太
陰
、
厭
陰
、
少
陰
之
会
」
と
あ
る
よ
う
に

足
の
三
陰
の
経
脈
が
交
流
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
三
陰
交
は

ま
ず
「
足
太
陰
之
脈
」
及
び
「
脾
蔵
」
と
の
関
連
が
想
像
さ
れ
る
。

そ
し
て
「
霊
枢
』
経
脈
篇
に
よ
り
、
足
の
三
陰
の
経
脈
が
ど
こ
で

交
流
す
る
の
か
を
確
認
す
る
と
、
こ
の
交
流
点
が
経
脈
篇
の
「
脾

足
太
陰
之
脈
」
に
は
な
く
、
「
肝
足
厭
陰
之
脈
」
の
条
文
に
記
載
が

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
も
「
三
寸
」
で
は
な
く
「
八
寸
」

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
『
甲
乙
経
」
等
の
「
三
寸
」
の
三
陰
交
が
誤

り
と
す
る
根
拠
は
な
い
。
（
参
考
ま
で
だ
が
元
版
『
千
金
方
』
と
『
千

金
翼
方
」
の
婦
人
科
病
證
を
条
文
に
含
む
三
陰
交
は
「
三
寸
」
で
あ

る
）
。
ま
た
一
方
、
『
霊
枢
」
経
脈
篇
の
経
脈
病
證
に
お
い
て
婦
人

科
病
證
と
特
定
で
き
る
の
は
「
肝
足
厭
陰
之
脈
」
の
是
動
病
「
腰

痛
、
不
可
以
悦
仰
、
丈
夫
躰
油
、
婦
人
少
腹
腫
、
甚
則
鯵
乾
、
面

塵
脱
色
」
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
を
三
陰
交
の
明
堂
関
係
に
お
け
る

主
治
病
證
と
比
較
し
て
も
関
連
性
は
確
認
で
き
な
い
。
む
し
ろ

『
霊
枢
」
経
脈
篇
の
経
脈
病
證
を
見
る
限
り
、
三
陰
交
を
婦
人
科
病

證
と
関
連
づ
け
る
場
合
は
「
八
寸
」
の
三
陰
交
を
用
い
る
の
が
妥

当
の
よ
う
に
思
え
る
。
「
甲
乙
経
』
に
記
載
さ
れ
る
三
陰
交
の
主
治

病
證
の
「
足
下
熱
痛
、
不
能
久
坐
、
湿
痒
、
不
能
行
」
も
ま
た
経

脈
病
證
と
は
類
似
し
な
い
が
、
主
治
病
證
と
経
脈
病
證
及
び
経
脈

の
走
行
と
密
接
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。

（
日
本
鍼
灸
研
究
会
）


